６月の庭の手入れ
今月のポイント

梅雨に入り、蒸し暑くなると、病虫害が発生しやすくなります。晴れ間を見て庭木の整枝剪定をして、日当たり風通しを良くしましょう。又この時期（６～７月）は大半の樹木の追肥の時期です。即効性の化成肥料を、根に触れないように施肥して下さい。

一般的樹木

樹木の移植や植え付けは不適です。

針葉樹の整枝、剪定は可能です。

常緑樹の整枝、剪定は可能です。

落葉樹の整枝、剪定は可能です。

剪定に適した樹木

ナンテン、ボケ、ケヤキ、アベリヤ、レッドロビン、コニファー類、サザンカ、ヤマモモ、イヌツゲ、ツツジ、カイズカイブキ、モッコク、ヤツデ、カナメモチ、カシ、マキ、クロガネモチ、サワラ、シイ、シラカシ、ヒイラギ、ヒサカキ、ヒノキ、マサキ、モチノキ、モミ、ヤツデ、アジサイ、カシ、ツツジ、ヤマブキ、ハナカイドウ、ドウダンツツジ、シャリンバイ、タイサンボク、ハクチョウゲ　など。

実のなる木

施肥：オリーブ、レモン、ブルーベリー、ミカン、イチジク、ビワ、リンゴ、ユズ、カキ、キンカン　など。

ばら

肥料：必要です。
四季咲きばら（木立）：花がら処理、シュート処理が必要です
つるばら：花がら処理、シュート誘引（上に伸ばす）が必要です
モッコウばら：剪定しましょう。
日本芝（コウライシバ）

水やり：行いましょう。　

肥料：行いましょう。　

目土：行いましょう。
刈り込み：行いましょう。
除草：行いましょう。
